状態遷移の確率　　　　　index.htm（もとに戻る）

　確率・統計Ⅰ（2002年度後期）　の試験に，こんな問題を出したことがあります．

ある先生は知立駅にいると，30％の確率で，すぐバスに乗って無事大学へ出勤できるが，

ミスドへ入る確率　50％，古書店へ入る確率　20％である．

　ミスドへ入ると400円の出費をして，ドーナツなどを食べた後，10％の確率ですぐバスに乗って大学へ出勤するが，50％の確率で次に古書店に入り，40％の確率で用事を忘れて家へ戻って寝てしまう．

　古書店に入ると，しばらく本をみてから，40％の確率ですぐバスに乗って大学へ出勤するが，50％の確率で次にミスドに入り，10％の確率で用事を忘れて家で寝てしまう．

　以下のそれぞれを求めよ．

（1） 家へ戻らないで大学へ行き着く確率．

（2） その日にミスドへ合計いくら払うかの期待値．

（3） バスに乗った条件のもので，直前にミスドに居た条件付き確率．

　

実は，申し訳ないことに私は，これの模範答案作り際にことごとく計算間違えをしてしまったのです．こんなシミュレーションをしておけば，計算ミスをチェックできたのにと，残念に思います．

　ます，解きかたですが，図１のような状態遷移図を書いて問題のデータを整理しましょう．

　（１）で，求める確率をｐ，ミスドに居る人が無事大学へ行き着く確率をｍ，古書店に居る人が無事大学へ行き着く確率をｋとおくと，無限等比数列の式を簡単にする方法もありますが，

　ｐ＝ 0.3  + 0.5m + 0.2k  /  m = 0.1 + 0.5k  /  k = 0.4 + 0.5m

という連立方程式と解いても求めることができます．答えは，ｐ　＝0.62　です．

　（２）では，１回目の400円を払う確率を　Ｐ（１）と書くと，P(1)=0.5＋0.2×0.5

＝0.6　（後半の0.2×0.5は古書店経由です）．

ふたたびミスドへ来るのは，古書店に行って戻って来るしかありませんから，

ｎ回目の400円を払う確率P(n)は，P(n+1)＝0.5×0.5×P(n)　です．求める期待値Ａは，

　Ａ＝400×P(1)　＋　400×P(2)　＋　400×P(N)　＋　・・・　なので，

　Ａ＝400×0.6　＋　400×0.6×0.25　＋　400×0.6×（0.25）２　＋　・・・

　　＝240×（１　＋　１／４　＋　１／４２　＋　・・・）

　括弧の中をＢとおくと，４Ｂ＝４　＋　１　＋　１／４　＋　１／４２　＋　・・・

なので，３Ｂ＝４　（無限等比級数）．Ａ＝３２０（円）

　（３）では，（１）の答えに対する「直前にミスドにいてすくバスに乗った」確率の比を答えることになります．ちょうどｎ回ミスドに行ってからバスに乗る確率をM(n)とおくと，

　Ｍ（１）＝（0.5　＋　0.2×0.5×0.1）×0.1　＝0.06

　　　ちなみに，括弧の第１項は駅から直接ミスド，第２項は古書店経由でミスド．

　Ｍ（ｎ＋１）＝Ｍ（ｎ）×0.5×0.5　／なので，ΣＭ（ｋ）＝0.08　．

　　　よって，求める確率は，0.08／0.62＝４／31（≒12.9％）
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プログラミングの工夫としては，シートを選んだり，場所を指定したりすることを，「新しいマクロの記録」によっていろいろなコマンドを調べてみました．

　次の場所がどこであるかを，「辞書」のシートの表を利用して決めています．０から９まである行のうちどれを選ぶか乱数を用いて選んでいます．どのように行が決められているか調べてみて下さい．また，sub　とか　function　の中だけが変数の有効範囲なので，幾つかの変数は引数として他の手続に値を渡しています．
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